







The problems on promotion of dietary education in terms 
of the way those who child care person recognize foods
〜 Consideration on the curriculum carried out



















































































































































































































































































①食事の重要性 ②心身の健康 ③食品を選択する能力 ④感謝の心 ⑤社会性 ⑥食文化
小
　
学
　
校
１
　
年
◇食べ物に興味・関心
をもつ。
◇楽しく食事をするこ
とができる。
◇朝食の大切さが分か
る。
◇嫌いな食べ物でも親
しみをもつことがで
きる
◇正しい手洗いができ
る。
◇食べ物の名前が分か
る。
◇食事を作ってくれた
人に感謝する。
◇いただきますとごち
そうさまの意味が分
かり、あいさつがで
きる。
◇友だちと仲良く食べ
る。
◇正しいはしの使い方
ができる。
◇正しい食器の並べ方
が分かる。
◇給食の準備や後片づ
けができる。
◇自分の住んでいる身
近な土地でとれた食
べ物を知る。
２
　
年
◇食べ物に興味・関心
をもつ。
◇食べ物には命がある
ことが分かる。
◇好き嫌いせずに食べ
ようとする。
◇よく噛んで食べるこ
との大切さが分か
る。
◇よい姿勢で、落ち着
いて食べることがで
きる。
◇いろいろな食べ物の
名前が分かる。
◇食事を作ってくれる
人の努力を知る。
◇心を込めていただき
ますとごちそうさま
のあいさつができ
る。
◇みんなと協力して給
食の準備や後片づけ
ができる。
◇正しくはしを使うこ
とができる。
◇食器を正しく並べら
れ、正しく持って食
べることができる。
◇季節や行事にちなん
だ料理があることを
知る。
３
　
年
◇３食規則正しく食事
をとり、生活リズム
を整える事の大切さ
がわかる。
◇好き嫌いせずに残さ
ず食べようとする。
◇よく噛んで食べるこ
とができる。
◇健康に過ごすために
は食事が大切なこと
が分かる。
◇いろいろな料理の名
前が分かる。
◇食品を安全で衛生的
に扱うことは大切だ
ということが分か
る。
◇食事は多くの人々の
努力があって作られ
ることを知り、感謝
の気持ちをもって食
べることができる。
◇食事のマナーを考え
て楽しく食事ができ
る。
◇楽しく給食を食べる
ために、みんなで協
力できる。
◇季節や行事にちなん
だ料理があることが
分かる。
４
　
年
◇楽しく食事をするこ
とが心身の健康に大
切なことが分かる。
◇健康に過ごすことを
意識して、いろいろ
な食べ物を好き嫌い
せずに食べようとす
る。
◇衛生的に給食の準備
や食事、後片づけが
できる。
◇自然の恵みに感謝し
て食べることができ
る。
◇会話を工夫しながら
楽しく食事ができ
る。
◇協力して食事の準備
をしたり分別してご
みを片付けたりでき
る。
◇地域の産物に興味を
もち、日常の食事と
関連づけて考えるこ
とができる。
５
　
年
◇日常の食事に興味・
関心をもつ。
◇朝食をとることの大
切さを理解し習慣化
している。
◇栄養のバランスのと
れた食事の大切さが
わかる
◇五大栄養素と食品の
三つの働きが分か
り、好き嫌いせずに
食べることができ
る。
◇食の安全・衛生につ
いて考えることがで
きる。
◇生産者や自然の恵み
に感謝し残さず食べ
ることができる。
◇協力して食事の準備
や後片づけを進んで
実践する。
◇特産物を理解し、日
常の食事と関連付け
て考えることができ
る。
６
　
年
◇楽しく食事をするこ
とが、人と人とのつ
ながりを深め、豊か
な食生活につながる
ことが分かる。
◇食事が体に及ぼす影
響や食品をバランス
よく組み合わせて食
べることの大切さを
理解し、一食分の献
立を考え調理をする
ことができる。
◇食品の衛生に気を付
けて、簡単な調理を
することができる。
◇衛生的に食事の準備
や後片づけをするこ
とができる。
◇食事にかかわる多く
の人々や自然の恵み
に感謝し、残さず食
べることができる。
◇楽しい食事を通し
て、相手を思いやる
気持ちをもつことが
できる。
◇食事の準備や後片づ
けをよりよく実践し
ようとする。
◇食文化や食品の生
産・流通・消費につ
いて理解を深める。
◇外国の食文化を通し
て、外国とのつなが
りを考えることがで
きる。
中
　
学
　
校
１
　
〜
　
３
　
年
◇毎日規則正しく食事
をとることができ
る。
◇食環境と自分の食生
活とのかかわりを理
解する。
◇生活の中で食事が果
たす役割や自ら調理
できることの重要
性、健康と食事との
関わりを理解する。
◇自分の生活や将来の
課題をみつけ、望ま
しい食事の仕方や生
活習慣を理解し、自
らの健康を保持増進
しようとする。
◇身体の発達に伴う必
要な栄養や食品に含
まれる栄養素の種類
と働きを知り、中学
生の時期の栄養につ
いて理解する。
◇１日分の献立をふま
え、簡単な日常食の
調理をすることがで
きる。
◇食品の安全・衛生に
ついて判断し、適切
な取り扱いができ
る。
◇食品に含まれている
栄養素や働きが分か
り、品質の良否を見
分け、適切な選択が
できる。
◇生産者や自然の恵み
に感謝し、食品を無
駄なく使って調理を
することができる。
◇会食について関心を
もち、楽しい食事を
通して望ましい人間
関係をよりよく構築
しようとする。
◇環境や資源に配慮し
た食生活をしようと
する。
◇食文化や歴史と自分
の食生活との関連を
考えることができ
る。
◇食品の生産、流通、
消費についてただし
く理解する。
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保育者の食の認識からみる食育推進の課題
表３　就学前保育・学校教育における食の視点とねらい
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　指針が示す内容は、そのほとんどが３歳以上児に集中していた。また、
発達にそった具体的内容は示されておらず、そのために、保育者の指導内
容が明確化されておらず、発達段階に応じた指導内容は、保育者個人の認
識に委ねられていた。また、指針に示された具体的な指導内容は、小学校
教育課程の内容にまで及んでいたが、就学前保育と小学校教育課程の連続
性や統一性はみられず、食育推進の流れが分断されていた。このことは、
子どもの発達段階に応じた学びを保障するという、教育の目的を欠くこと
になる。
　以上の結果から、就学前保育と学校教育におけるねらいの視点が異なる
ために、食育が一貫したものとして捉えられず、連携をとおしたカリキュ
ラムが構築しにくいことがわかった。就学前保育と学校教育との連続性・
系統性・統合性という視点から、再検討することが求められた。
（２）　就学前保育と学校教育における食（教）育の意識調査
　前述のように、就学前保育や学校教育における食育のねらいには一貫性
がなく、計画策定においては、保育者や栄養教諭の考えに委ねられていた。
そこで、食の実践者である保育士や栄養教諭を対象に意識調査を実施し、
発達段階にそった食育に対する認識を明らかにすることにした。
　以下、保育士とは、園長及び主任保育士を含む保育士とする。
　「食を通じた子どもの健全育成のあり方に関する検討会」が示した内容
を、「心と体の健康」「人とかかわり」「食のスキル」「食の文化と環境」の
４つに区分し、表４に示す区分の内容について、習得すべきと考える時期
を、就学前保育に携わる保育士と学校教育に携わる栄養教諭にアンケート
調査し、得られた結果をもとに検討を加えた。
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表４　　食育の視点とその内容区分
視点の区分 内　　　　　容
心と体の健康 摂食機能を獲得する。生活リズムを身につける。
食べものと健康との関係がわかる。
人とかかわり 楽しく食べる。友達と楽しく食べる。
食のスキル １人で食べることができる。食べものの名前がわかる。
食べものの働きがわかる。３つのグループに分ける。
６群の食品分類や５大栄養素を理解する。バランス良い食事をとる。
自分に合った食事の量の調節ができる。
自分に合った栄養摂取の食事ができる。食事の準備ができる。
自分の食事をつくる。家族の食事をつくる。
食の文化と環境 はしや茶碗を持つことができる。正しい配膳ができる。
郷土食を理解できる。特産物を理解できる。
行事（食文化）を理解できる。
①　心と体の健康
　図１に示した摂食機能の確認や、
図２に示した生活リズムの定着な
ど、健康の基本事項については、保
育士、栄養教諭ともに就学前に習得
すべきと捉えていた。
　しかし、食べものと健康の関係に
ついて、習慣化すべきと考える時期
は図３に示したように、保育士では
５歳児63.0％、小学校低学年15.4％
であったが、栄養教諭は小学校低学
年19.6％、中学年46.2％、高学年
30.8％と、その時期に大きな差がみ
られた。
②　人との関わり
　楽しく食べる、友達と楽しく食べ
ることについては、保育者、栄養教
諭ともに就学前に習得すべき内容で
図１　摂食機能の獲得
図２　生活リズムを身につける
図３　食べものと健康との関係がわかる
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あるとしている。
③　食のスキル
　栄養教育からもたらされるスキルとしては、食べものの名前の理解や食
べものの働きの理解、３色のグループ分けや６群の食品分類、身体に必要な
栄養素の働き（５大栄養素）やバラ
ンス良く食事を選ぶことができる、
の６つの内容があげられた。
　食べものの名前の理解について
は、保育士は就学前に理解する内容
として捉えているが、栄養教諭は就
学前53.8％、小学校低学年69.2％と、
理解すべきと考える時期にズレがみ
られた（図４）。
　食べものの働きの理解について
も、保育士は４歳児39.1％、５歳児
50.0％と就学前に多く、栄養教諭は
小学校低学年46.2％、中学年46.2％、
高学年38.5％と、理解すべき時期に
大きな差がみられた（図５）。
　また、３つのグループ分けについ
ては、保育士は就学前４歳児13.0％、
５歳児32.6％、小学校低学年45.7％
までに習得すべきと捉えているが、
栄養教諭は、図６に示すように小学
校低学年23.1％、中学年38.5％、高
学年46.2％とし、図７に示した６群
の食品分類についても、同様の結果
を示した。保育士は小学校中学年ま
図４　食べものの名前がわかる
図５　食べものの働きを理解する
図６　３つのグループ分けができる
図７　６群の食品分類ができる
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でに、栄養教諭は、小学校中学年から中学生で習得すべき内容と捉え、差
がみられた。
　図８のバランス良く食事を選ぶことができる、図９の身体に必要な栄養
素の働き（５大栄養素）については、保育士と栄養教諭ともに、小学校高
学年から中学生で習得すべき内容と捉え、両者に認識のズレはなかった。
　図10の自分に合った分量を調節して食べるは、保育士は就学前から小学
生で理解できるスキルと認識しているが、栄養教諭は高校卒業までに習得
すべきとして捉えるなど、食事量の理解については大きな差がみられた。
　図11に示すように、栄養を加味した食事量の理解は、34.8％の保育士は
小学校高学年で習得する内容とし、栄養教諭は53.8％が中学生で習得すべ
きスキルとして捉えていた。
　以上の結果から、栄養教育に関わるスキルの獲得時期については、保育
士と栄養教諭の間に大きな認識の違いがみられた。就学前保育においては、
指針に食と健康が記されてはいるが、具体的な内容については示されてお
図８　バランス良く食事を選ぶことができる 図９　身体に必要な栄養素の働き
（５大栄養素）
図10　自分に合った分量を調節して
食べることができる
図11　自分に合った食事の量がわかる
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らず、保育士は早期に実践する食育の内容として認識したものと考えられ
た。
　学校教育では、栄養教育は主に家庭科の領域や給食指導で行われている。
しかし、習得すべき内容は発達段階に応じて示されてはいるが、学習指導
要領や指導の手引と食生活学習教材に示す時期には、ズレがみられた。そ
のために、子どもが実生活で食の知識を習得する時期には、認識の差が生
じたものと考えられた。栄養教育は様々な食の知識や体験を重ね、知的言
語的な理解を伴って習得される内容でもある。今後のあり方が問われる。
　料理づくりにかかわるスキルとして図12に、食事の準備をする時期を示
した。保育士は３歳児13.0％、４歳児17.4％、５歳児10.9％、小学生28.1％
と、就学前から習得すべきと答えて
いた。栄養教諭は、38.5％が小学校
中学年から、30.8％が中学生と答え
ており、習得する時期に大きな認識
の差がみられた。食事の準備は、給
食活動として実践されているが、学
校教育では、就学前保育での給食及
び活動にかかわる子どもの実態を把
握しておらず、保幼小の連携や活動
の連続性は皆無であった。
　図13の調理技術のスキルについて
は、保育士、栄養教諭ともに、中学生
で自分の食事を作ることができる、
高校生以降に、家族の食事を作るこ
とができる（図14）スキルを求めて
いた。
　「料理づくり」は、指針の３歳以上
児において、料理と食の内容に「安
図12　食事の準備をすることができる
図13　自分の食事を作ることができる
図14　家族の食事を作ることができる
363
保育者の食の認識からみる食育推進の課題
全で衛生的な調理法を身につける」と記され、現在は就学前保育において
は、盛んに実施されている食育活動のひとつである。しかし、指針に示す
体験学習としてのねらいは認識しているものの、技術の習得については全
く認識されておらず、ねらいと技術習得との活動内容にズレが生じていた。
さらに、学校教育での調理が、小学校５年以降の教科である家庭科分野の
指導要領に示されているなど、指針に示す内容と学習指導要領に示す内容
に大きな差がみられた。
　以上の結果から、就学前保育で実施する調理保育のねらいを早急に見直
し、小学校教育との内容の連続性に配慮するなど、系統立てた指導の内容
が望まれる。
④　食の文化と環境
　食事マナーとして、はしや食具を
正しく持つことができるは、保育士、
栄養教諭ともに、就学前に習得すべ
き内容としていた。
　正しい盛り付け（配膳）について
は、図16に示すように、保育士・栄
養教諭とも小学校低学年から高学年
で身につけると認識していた。特に
栄養教諭は、46.2％が小学校低学年
と、時期を限定していた。配膳につ
いては、食に関する指導の目標（表
２）に明確に示されているため、子
どもの活動実態に即しており、共通
認識が持たれていたと思われた。
　食文化の伝承としての郷土食や地
域の特産物、行事食については、両
者共に小中学生で理解されるとして
図15　はし・茶碗を正しく持つことができる
図16　正しい盛り付け（配膳）ができる
図17　地域の郷土食がわかる
高　橋　美　保・川　田　容　子
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いた。特に、郷土食については、保
育士、栄養教諭ともに小学校高学年
が多く（図17）、特産物については、
小学校中学年、中学生（図18）で習
得すべきと認識していた。
　図19の行事食については、保育者
は就学前から高校生にかけ少しずつ
習得すべきと考えていたが、栄養教
諭は小学校高学年以降に習得すべき
としていた。
　就学前保育では、環境保育や食体
験の視点から、季節ごとの行事を保
育に取り入れているが、食文化の視点で行事をとらえるためには、儀式の
意義や生活のなりたち、土地風土の特性といった知識の修得が求められる。
就学前にその意味を理解することは困難であると考えられるため、栄養教
諭は小学校高学年以降に限定し、その必要性を認識していた。小学校や中
学校学習指導要領家庭科領域には、習得時期が明記されているために、共
通認識が持たれていると考えられた。
　現在「食育」は、幼稚園教育要領や保育所保育指針、学習指導要領の改
訂を受け、法のもとで様々な取り組みが進められている。学校教育におい
ては、学習指導要領や食に関する指導の手引を示して、発達段階に応じて
学ぶべき内容が明示されてはいる。しかし食生活学習教材が示す内容や子
どもが実生活から学ぶ食知識の実態とはズレがあり、そのズレが習得時期
の認識の差となって表れていた。
　また、就学前保育においては、国が示す指針等に子どもの発達過程は記
されているが、食育の具体的内容は明示されておらず、保育者の認識の差
によって食育計画が作成され、実践されているのが現状である。特に栄養
教育については、保育士と栄養教諭の認識に大きな違いがあり、著者らが
図18　地域の特産物がわかる
図19　行事と食事の関係がわかる
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白鷗大学教育学部論集2008，2⑴で指摘したように、小・中学校の学習内
容と、就学前から習得すべき内容の連続性や系統性に欠けていた。その結
果、早い時期に計画に基づいた実践がなされていると思われる。
　幼保小の連携を通して教育や保育内容について理解し合い、特に就学前
保育の発達特性を踏まえたうえで、食育の内容やあり方、さらには、学習
過程の検討や連続性、系統性、統合性といった視点から、保育内容や教育
内容を明示することは必要である。そのためにも連携のとれた食育の推進
をはかることは必至で、今後の重要課題である。
２）保育士養成課程学生の食生活実態
　社会環境の変化に伴い、子どもが健やかに発達していくための生活体験
が不足している。保育士が子どもの発達の特性を踏まえ、保育の一環とし
て、食の体験的学習を重ねていくことは必要不可欠である。そのためにも、
子どもたちの支援者でもある保育者の資質や知識が、子どもの育ちに大き
く影響することはいうまでもない。
　そこで、将来保育者を志す保育士養成課程の学生の食生活の実態から、
保育所で食育を推進するにあたって予測される課題を抽出し、これからの
食育のあり方について検討した。
（１）本学学生の食生活実態調査
　学生66名を対象に、一週間分の
食事記録を分析して、欠食状況を
図20に示した。その割合は朝食で
18.4％、昼食2.3％、夕食1.5％で、
朝食欠食の割合は、４人に１人で
あった。
　さらに、食事内容を主食・主菜・
副菜の摂取状況で区分し、その結
果を図21に示した。
図20　食事を欠食する割合
図21　３食における食事形態の状況
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　栄養バランスがとりやすい食事形
態とされる「主食＋主菜＋副菜」の
摂取者は朝食19.2％、昼食26.0％、
夕食37.6％であった。一方、食事は
摂取しているが「主食のみ」は、朝
食26.0％、昼食31.1％、夕食12.6％
で、朝食、昼食に高い割合を示した。
他に、朝食や昼食が菓子のみという
事例もあり、望ましい食生活とはほ
ど遠く、食の大切さを理解して喫食
していない結果が表われた。
　食事を選ぶ基準を図22に示した。
嗜好32.4％、健康20.0％、価格19.7％
で、３人に１人の割合が嗜好を優先
していた。
　食事のマナーについては、「良い」
18.2％、「悪い」16.9％、「わからな
い」64.9％であった（図23）。箸の
持ち方も「うまく使える」（52.6％）
と答えたものに対し、残り半数が
「いいえ」「わからない」と回答した
（図24）。食事マナーの習得が十分で
なく、食事マナーの明確な知識がな
く、そのために、習得の判断基準が
曖昧な状況であった。今後、保育者
となって指導にあたることが懸念さ
れた。
　さらに、保育者が行う授乳・離
図22　食事内容（何をたべたいか）
を選ぶポイントは何か
図23　食事マナー（姿勢・咀嚼など）
はいいほうですか
図24　お箸は、うまく使えますか
図25　赤ちゃんのミルクを
作ったことがありますか
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乳の体験については、28.6％が「ミ
ルクを作ったことがある」と答え、
「抱っこして飲ませたことがある」が
35.1％、「離乳食を食べさせたことが
ある」32.9％で、乳幼児に関わる者
としての事前体験が、非常に貧困で
ある実態が示された。
　子どもの育ちを支援する保育者と
して、実践力を身につけることは保
育の関わりだけでは不十分であり、
保育士養成課程での教科で、保育者
として実践力強化にむけたカリキュ
ラム内容が必要である。教育内容の
より一層の充実が求められる。
　以上の結果から、望ましい食事摂
取についての実践力や、保育実践の
スキルが身についていない状況が明らかになった。今後保育者として子ど
もの発達援助をしていけるのか、適切な判断に基づいた「食」の知識を伝
えていけるのかなど、深刻な問題が明らかになった。
　保育士養成課程において、実践に必要とされる知識や技術を学修するた
めには、先ずは、カリキュラム編成などの早急な対応が必要である。
２）現場保育士が養成校に求める食知識
　食育における意識調査を実施した保育士を対象に、今後食育をすすめて
いく上で、保育士養成課程で学ぶことが必要と思われる食の知識について
調査し、記述方式で得られた回答を表５に示した。
　子どもへの食支援においては、判断の基準となる「栄養の基礎知識」を
掲げるものが26.4％と最も多く、次いで「食形態・介助の実習（調乳技術、
図27　離乳食を食べさせた
ことがありますか
図26　食抱っこして飲ませた
ことがありますか
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離乳食の実践的理解等）」15.1％、
「食事のマナー」15.1％、「食育活
動で必要とする栽培活動の知識と
技術」15.1％、「調理保育の知識
と技術」13.2％であった。実際の
食育活動に必要な知識、技術の習
得が求められていた。この結果か
ら、保育士養成課程における食の
知識と技術の学修は、知識のみではなく実践力を育てるための体験学習の
内容と、実習を通した技術習得のあり方が、現場保育士から求められてい
ることがわかった。
　社会環境の変化に伴い、保育に求められるニーズも多様になり、それに
対応する保育士の資質向上のため、保育士養成課程のカリキュラムが現在
見直されている。しかし、子どもの発達の特性を踏まえ、様々な体験を通
して、心で感じること（心情）、やろうとする気持ち（意欲）、心構え（態
度）を培っていく保育が必要とされるが、食育の領域においては、体験を
ともなうスキルの定着が必須であるにもかかわらず、将来保育者を志す学
生の実態調査結果を通して体験不足が明らかになった。そのことは、保育
現場に出た時の保育の質に多大な影響を与えることになる。そういった意
味からも体験や認識不足を補う視点で、再度保育士養成カリキュラムのあ
り方を検討せねばならない。
４　まとめ
　食習慣が乱れ、子どもの心身に変調をきたしていることが指摘されてい
る。そのためには、乳幼児期からの望ましい食習慣の定着や食を通じた人
間関係を構築し、心身の健全育成を図るための「食育」が必要とされてい
る。
表５　保育士養成課程で必要と思う食知識
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　幼稚園・保育所及び小学校においては、幼稚園教育要領や保育所保育指
針及び小学校学習指導要領に基づき、子どもの発達段階に応じた食育計画
を作成し、系統立てた食育を推進することとされている。しかし、就学前
保育においては、そのねらいや内容が明示されておらず、食育計画の作成
及び実践が、それぞれの保育者の考えに委ねられているのが現状である。
さらには、その内容は小学校以降の教育内容にまで及んでいる。
　幼児期の教育は、小学校以降の教科学習の先取りではない。小学校以降
の生活や学習の基盤に留意しつつ、幼児期にふさわしい生活を通し、創造
的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うことが求められている。食
育推進においても、子どもの発達過程を見通し、就学前保育から小学校へ
と連続性のある、系統立てた活動内容や体制の整備が望まれる。幼児教育
が持つ生活的身体的活動や、場に応じて発展的に変化していく学びの特性
は、学校教育の知識を言語的に学ぶ特性とは異なった、ねらいや内容を必
要とする。したがって幼児期は、物的環境や人的環境、さらには自然や地
域の環境を通し、様々な体験を通しての創造的な思考や主体的な生活態度
などの基礎を培い、情緒を育てていく、食育活動の内容が問われる。
　一方。学校教育では、将来にわたっての「食」を学ぶ食育を教科に位置
づけるなど、教育内容やあり方の再検討が必要である。
　「食」は本来個人的な側面を持つ。しかし、家庭における食生活の営み
が、子どもの育ちに対する問題点を多く指摘されている現状を鑑みると、
今後、集団保育や教育の場で、食育の内容やあり方を検討しなければなる
まい。また、家庭と連携を図る際、最も重視せねばならないことは、学習
過程において子や親が育っていることを見逃さないということである。そ
のためには、幼児教育や学校教育と、家庭教育が担うねらいや役割を明確
にし、食育活動を継続的に推進していく道筋を示す必要がある。そのため
には、先ず保育者や教育者自身が、「食」にかかわるスキルを習得すること
が不可欠である。保育者が実践に即したスキルを習得するためには、研修
体制の整備も必要である。保育士養成校の教科課程で、子どもの発達援助
高　橋　美　保・川　田　容　子
370
としての食の実践力を身につける、理論的な学習や、実践学習による保育
技術の習得も求められる。
　幼児教育と学校教育の連続性を視野に入れた活動をしていくためは、保
育者も小学校教諭と同系列や領域での「教育」技術を学ぶ必要がある。保
育者が「食」の知識や技術をどのように習得していくか、保育士養成課程
における「食」知識の育成カリキュラムの充実や、食育実践のための技術、
さらには教育体制の整備が総合的に検討されることが求められる。
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